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受講のてびき

• 本資料は作成者の解釈が含まれます. 答えのない議論があります 

• 前半：本日のテーマ紹介と座学 

• 後半：テーマを深める談義・質問・考察 

• 気になることをメモをしながら受講してください

￼2



資料の見方

テーマに沿った項目 

（座学で説明します）

左の内容に関連した 
補足キーワード 

(調べ物に役立ててください)
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本日のテーマ

‣ 明日のメディアと社会を志向/思考/試行する
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演習の領域
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美のメディア論



2つの役割
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2つ以上の専門性への導入

専門性をつなぐ思考



表現の 
実践

美の 
思想史

メディア論

哲学と表現 
美と思考

メディア史 
思考と環境

美・思考の試行 
メディアと創発

社会実装
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分野融合と社会実装



メディア・サイクル
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場
異なる分野の人々が 
集結するきっかけ

表現
思考交流の中で 
生まれる試行錯誤

創発
相乗効果と偶発で 
発生する融合分野

過去の創発が 
次世代の場へ

思考のつなぎ 
メディア化促進

各分野の融和



メディア・サイクルと継続性

￼9

過去の創発が 
次世代の場へ

思考のつなぎ 
メディア化促進

各分野の融和

共有と出力

出力の蓄積

経路の維持
場

異なる分野の人々が 
集結するきっかけ

表現
思考交流の中で 
生まれる試行錯誤

創発
相乗効果と偶発で 
発生する融合分野



メディア・モデル (2025 渡邉)
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場
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Aの思考

認識されるC

認識されるA B主観領域認識されるB

Bの思考思考の交流表現

創発
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場に現象した 
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美

表現

表現

思考の交流

表現

表現
思考の交流

美

美

表現空間

表現



美とメディアと社会1 : インターネット社会

‣ ディジタル通信技術というメディアの場 
‣ 受発信の爆発的解放 

‣ 主観同士の隔絶 → 思考のつなぎの必要性 
‣ 表現の困難さ → 美の必要性 

‣ 情報化社会以降のメディア表現は   
　　思考のつなぎと美意識の重要性がいや増す
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関連キーワード 



美とメディアと社会2 : Virtualと存在の社会

‣ 人間とVirtual領域と物質領域の関係性の変化 
‣ Virtualのリアリティの模索 

‣ 存在の認識の変化の議論 

‣ 物質的豊かさと価値的豊かさ 

‣ 新たな身体性の模索 

‣ 物質 + Virtualから人間性を再検討する時代
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関連キーワード 



明日のメディアと社会を志向/思考/試行する

‣ メディアで社会をサイクルさせる 
‣ メディアの場を形成し各個を尊重する 

‣ 主観を主張しあいつつ, 補いあう 

‣ 美の主観性/普遍性を思索し社会実装する 

‣ メディアサイクルを志向して活動する

￼13



メディアApp開発12 - 社会へつながるAppへ

‣ Appを社会的存在として位置付ける 
‣ Appを個人と社会をつなげる接点を生み出すメディアと捉える 

‣ 役に立つに留めず, 他者共鳴, 社会変容を志して仕組みを考える 

‣ 検証 

‣ Appがメディア場を生み出し得るか検証する 

‣ 機能を用いた出力・表現が主観と社会を繋ぎ得るか検証する 

‣ Appが存在する/しない社会で何が変化するか考察する (効果測定)
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本日の談義・考察一助

a. 各自のマルチメジャーについて考え, 列挙してほしい 

b. 主観性の視点から, 人の話を聞く難しさを挙げてほしい 

c. 自分の志す分野に着目したとき,  
今後の社会においてどのようなメディア化を推進すべきか 

d. 上記に限らず, 自由に質問・問題提起・雑談をしてほしい
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次回予定

‣ 中間総論
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